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結果と とめ 
 

（ ） 的 

成 23 年 3 月 11 に発生した東 大 後の東 福島第一原 発 事故に

、福島 を とした東 に放射性 し、森林生 、 用林

の た。キノコ 、山菜 の 用林 の一 では の を

る放射性 検 たため、 に の経 に 大 を

している。 た、 の 森林 の に る 森林生 の生 の

の い と 、森林に る放射性セシウムの を

にする 、 事 て た。 2 年の 、事故発生 9 年 経

して 、森林生 に る放射性 は、大 変 する 期 に生 で

の た 的 に近 いていると ている。 的に 関

い の を 通すためには、森林生 の 成 に いて、 の推 に関

する を して る。 で では、 で 数年間 して

て た に いて経年変化の を にし、森林生 に る放

射性セシウムの 10 年間の を する とを 的とする。 

、 事 で した、森林 体の放射性セシウム 、葉 、 、

ギ 、 葉、 リウム た 、野生 、野生 の 、モウ ウ 、 、

生、 生生 に いて する。 

 

（ ）  

は、 の第 5 第 7 で るいは 年度の に

ている。 、 に い 、 放射性セシウム は Cs-134 と Cs-137 の

計を している。 

 

（ ）結果と 察 

１）森林全体の放射性セシウム蓄積量の経年変化 

2011年度 2020年度 での三ツ石 ギ林の森林 体の放射性セシウム を図 8.1.-

1 に示した。事故後 期に 1,240 kBq/m2 た放射性セシウム は、2019 年度に 660 

kBq/m2、2020 年度に 882 kBq/m2 と 、 年度ごとの数 の は る のの、

5～7 度に で していた。森林 の放射性セシウムの と い とを

すると（Shinomiya et al., 2014）、 放射性セシウムの 的 に て、森林

体の放射性セシウム したと る。 の は、大玉 の

で た。 の一 で、三ツ石 ギ林と じ に る三ツ石 ノキ林の森

林 体の放射性セシウム は を す（図 8.1.-2） 、放射性セシウムの

的 に る の で い する と 、 い 度で
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で る 対 で る。近年では、 葉 の放射性セシウム

体に める 大 い と 、森林 体での放射性セシウム に 的

の い では、 葉 の放射性セシウム の推定 を

し、 に ては一 直す ると る。三ツ石 ノキ林の森林 体の放

射性セシウム を原発事故発生 の 2011 年 3 月 15 に したと 、事故後

期の 2012 年度に る推定 は 1,360 kBq/m2で た。 に対し、2020 年度に る

推定 は 1,930 kBq/m2 で 、500 kBq/m2 大 を示した。 の 推定 の

生じる原 の として、事故後 期に の放射性セシウム を してい

た 性 る。2011 年度 2012 年度の葉の採取は、大・ ・ の 3 個体の

の ・ ・ の 3 採取した のを個体ごとに している 、 の に

葉、 は てい い。 、 の放射性セシウム の に、推定 に

を す の た 性 る。 の は の 葉

林の に している と 、森林 体の放射性セシウム の経年変

化を する には、 の とに いて する る。 

た、三ツ石 ノキ林と三ツ石コ ラ林は林 をは で しているのに

、2015 年度 2020 年度 での ノキ林の放射性セシウム はコ ラ林

して 2 度と い と た（図 8.1.-2）。 の の と 、

では 性 に る放射性セシウムの 期 の いとい

ている（Korsakissok et al., 2013）。原発事故 発生した 3 月には、 ノキでは葉 い

ていたのに対し、コ ラ林の の では葉 いてい た。 の葉の を す

ると、 の する ノキとコ ラの 林 に る森林 体の放射性セシウム の

は、 性 に る放射性セシウムの葉 の の している 性 ると

る。 の ごとの 性に いて 、森林 の放射性セシウムの

のため、 後 研究を てい る。 

 

 

 

図 8.1.-1 三ツ石 ギ林の森林 体の放射性セシウム の経年変化 
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図 8.1.-2 三ツ石 ノキ林と三ツ石コ ラ林の森林 体の放射性セシウム の経年変化 

 

 

文献 
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Y, Hiruta T (2014) Radioactive cesium discharge in stream water from a small watershed in 

forested headwaters during a typhoon flood event, Soil Science and Plant Nutrition, 60:6, 765-

771 

Korsakissok I, Mathieu A, Dider D (2013) Atmospheric dispersion and ground deposition induced by 

the Fukushima Nuclear Power Plant accident: A local-scale simulation and sensitivity study. 

Atmospheric Environmnet 70, 267-279 

 

 

２）葉及び枝の放射性セシウム濃度と蓄積量の経年変化 

三ツ石 ギの葉の放射性セシウム濃度の経年変化（図 8.2.-1）を ると、2011 年度の濃度

、 の後、 数関数的に している と る。 一 の の放射性セ

シウム濃度 、葉と 、 数関数的に している 、葉と比 ると濃度の 度は

い と た。 の放射性セシウム濃度の 葉 たのは、 と比 する

と三ツ石の ギの葉 4～6 年と （Kiyono and Akama, 2016）、原発事故に て直

た葉 葉した と 原 の と る。一 、金山 ギの

葉の放射性セシウム濃度は、三ツ石 ギと比 すると、濃度の 度 で る と

た（図 8.2.-2）。金山 ギの葉 は、三ツ石 ギ い と て

（ 8 年）（Kiyono and Akama, 2016）、三ツ石と比 すると、直 た葉

ていた と 原 の と る。 た、放射性セシウムの 期 金山 ギ林

三ツ石 ギ林の たため、事故後 期の三ツ石 ギの葉の放射性セシウム濃

度は、金山 ギ た。し し、近年の金山 ギの葉の放射性セシウム濃度は、三

ツ石 ギ 2 い を示している。 の 濃度の た の 1

として、2 の の 葉 の の違い した 性 る。金山 ギ林の

葉 は、三ツ石 ギ林の 葉 、10 年間の 結果の で 1.8 度の

の していた。 葉 を 成する には、 の
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放射性セシウム 対的に ている 性 る。 た、三ツ石 ギと金山 ギ

の葉の放射性セシウム濃度の違いは、 III の 7.1 森林 に る 葉の放射性セシ

ウム濃度の変 に いて、金山 ギ林の放射性セシウム の 三ツ石 ギ林の

3.2 大 た とと 性の る結果で る。 に る放射性セシウ

ムの 性の 体 を にするためには、 性 リウム する

の に て、 の 葉 の す に いて 、 後 を

めてい る。 

葉 で るコ ラの 、 の放射性セシウム濃度の経年変化は、 ギ の 葉 と

、 数関数的に していた（図 8.2.-3）。一 、葉の濃度は 2012 年度 2020 年度

で大 変化してい い と た。 の 葉の放射性セシウム濃度の経年変

化に違い 生じるのは、 を した のセシウム 体 での の

葉 と 葉 で る と 原 と る。し し、 の定 的 はい

に て 、 の の放射性セシウム濃度 測モデルの のため、 後

・研究の で る。 

2020 年 8 月 、三ツ石 ギの葉の放射性セシウム は、2011 年 8 月 の の

1 に で した（図 8.2.-4）。2020 年度の の放射性セシウム 、2011 年度の

の 3 度で 、原発事故 9 年 経 し、 葉の放射性セシウム 大

した。一 、三ツ石コ ラ林の 葉の放射性セシウム は、2016 年度 と

変化して （図 8.2.-5）、コ ラ林 での放射性セシウムの に近

いて ている とを していると る。 た、三ツ石 ギ林の葉の放射性セシウム

は 2016 年度に 3 kBq/m2、2020 年度では 2 Bq/m2 と、 の 度 に

て て 、 ギ の 葉 林で 放射性セシウムの に近 いて た

のと 、 後の変化をモ タリン して してい る。 
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図 8.2.-1 三ツ石 ギの葉と の放射性セシウム濃度の経年変化 

図、 図の は、三ツ石 ギと金山 ギ（図 8.2.-2）、三ツ石コ ラ（図 8.2.-3）

と比 し す するため、50 Bq/kg での表示に ている 

 

   

図 8.2.-2 金山 ギの葉と の放射性セシウム濃度の経年変化 

 

    

図 8.2.-3 三ツ石コ ラの葉と の放射性セシウム濃度の経年変化 
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図 8.2.-4 三ツ石 ギの葉と の放射性セシウム の経年変化 

 

 

   

図 8.2.-5 三ツ石コ ラの葉と の放射性セシウム の経年変化 

 
 

文献 
Kiyono Y, Akama A (2016) Predicting annual trends in leaf replacement and 137Cs concentrations in 

Cryptomeria japonica var. japonica plantations with radioactive contamination from the 

Fukushima Daiichi Nuclear Power Station accident. 森林 研究 研究  15：1-15 

 

 

３）樹皮及び木材の放射性セシウム濃度と蓄積量の経年変化 

の放射性セシウム濃度は、 と の 林 に いて 数関数的 を示した

（ ：図 8.3.-1 ）、金山 ギでは と を示 た（図 8.3.-1 ）。金

山 ギでは の放射性セシウム濃度 と じ 度に で している と

（ Ⅲ ）、放射性セシウムの経 発で る 性 、 のため

の放射性セシウム濃度 し たと推測 る。 

の放射性セシウム の経年変化は、濃度の経年変化と に 数関数的

を示した（図 8.3.-2）。 は の の の放射性セシウム濃度

の の 大 たためで る。し し 後、 の放射性セシウム濃度
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た 、成 の い林 では の放射性セシウム は に じる 性 る

と る。 

の放射性セシウム濃度の経年変化 は、 林 に 、 （図 8.3.-

3 ）、 変化 し（図 8.3.-3 ）、 （図 8.3.-3 ）の ての ターン

た。 一 で 種間の比 をすると、 ノキ コ ラは 、ア マツは

、 ギは 変化 しとい を示した。し し 一 種の 間の比 をす

ると、 ノキには 、 ギには た。 の と 、 の放射

性セシウム濃度の経年変化 は、 種と の に る と と た。

では 種 ごとの 一的 を 示する とは し 、 の ・研究結果

との タ と る。 た 2018 年度 、 で の放射性セシウ

ム濃度 を示していた 林 の一 に いて、 めた（図 8.3.-

4）。森林 体 での放射性セシウムの に すると の放射性セシウム

濃度は放射性セシウムの 的 に て を示すと る 、 に

林 に いて に じた に じたの を めるためには 後

的 と る。 

の放射性セシウム に関しては、 の 林 で た（ ：図

8.3.-5）。 は の放射性セシウム濃度に経年変化 い林 で の の に

て するためで る。 に の放射性セシウム濃度 Cs-137 の 的

に て 年 2 の で する で て 、 の の で

する成 の い林 では の放射性セシウム は する とに る。 

の放射性セシウム濃度の の 、 には

の の し い の 林 で めた 、 定で る

のでは い。 た、 に ・ いている 林 るため、

として の に る。 

 

   

図 8.3.-1 三ツ石 ギ、金山 ギの の放射性セシウム濃度の経年変化 
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図 8.3.-2 三ツ石 ギの の放射性セシウム の経年変化 

 

 

   

図 8.3.-3 ノキ、三ツ石 ギ、三ツ石 ノキの の放射性セシウム濃度の経年変化 

 

 

    

図 8.3.-4 金山 ギ、三ツ石コ ラ、大玉コ ラの の放射性セシウム濃度の経年変化 
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図 8.3.-5 三ツ石 ギの の放射性セシウム の経年変化 

 

 

４）スギ雄花に含まれる放射性セシウム濃度の経年変化 

ギ に ている放射性セシウム濃度は、 体としては年 する を示し

た。 は年 変化して 、原発事故直後 2014～2015 年度 では 濃度

の め た 、 は 化していた。 ギの葉の は数年 10

年近 で る の 、原発事故後数年間は、事故発生 に直 た 葉

に ていた。事故 数年間を経て直 た 葉 、 に直 て

い い 葉 た と 、事故直後 数年間に た て の放射性セシウム濃度

に する原 に ていると た。一 、2015 年度 は、 の放射性セ

シウム濃度の は、放射性セシウムの 的 に近い を示して 、

の放射性セシウムの 度と 体 のリターフ ールに る放射性セシウムの放

度 に て て、放射性セシウム 的 に近 いている 性

いと推察 る。 

 

 

 
図 8.4.-1 ギ の放射性セシウム濃度の経年変化（2011～2018 年度の 10 ） 

図の は対数表示 
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図 8.4.-2 ギ の放射性セシウム濃度の経年変化（2016 年度 での 16 ） 

図の は対数表示 

 
 

５）落葉広葉樹林における落葉･果実の放射性セシウム濃度の経年変化 

葉 葉 林のリターフ ールに る放射性セシウム濃度の変化を ると、 間

の の に、 種間の違い 大 い と た。コ ラ種 の放射性セシウム濃度は、

事故の 年 し、8 年後の 2019 年度 で 葉に比 して い濃度 いている（図

8.5.-1、図 8.5.-2）。 た、種 に る測定 は、 葉と比 して ン ル個体間の ラツ

キ 大 た。一 、 ラは に、 葉の放射性セシウム濃度 後 し、

種 の い いている（図 8.5.-3、図 8.5.-4）。 た、 葉では個体間の ラ

ツキ 大 た。 に、 じ で ラのリターフ ールは、コ ラ

放射性セシウム濃度 い た。 

の違いは、葉 種 する の 間に いての種間 た のと

る 、 個体 生 する の違い している 性 る。 生林に

る放射性セシウムの の に いて するには、対 種

を検 して 期間観察する とを示している。 

 

図 8.5. -1 （ ）のコ ラリターフ ール の 葉（ 線）と種 （

線）の放射性セシウム濃度の経年変化 
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図 8.5.-2 三ツ石 のコ ラリターフ ール の 葉（ 線）と種 （ 線）の放射

性セシウム濃度の経年変化 

 

 

 

 
図 8.5.-3 （ ）の ラリターフ ール の 葉（ 線）と種

（ 線）の放射性セシウム濃度の経年変化 
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図 8.5.-4 三ツ石 の ラリターフ ール の 葉（ 線）と種 （ 線）

の放射性セシウム濃度の経年変化 

 
 

６）カリウム施肥に伴う針葉の放射性セシウム濃度の経年変化 

、 、 の 3 の に、生 期 （ 年の生 期

年の生 開 期 で）に採取した 葉の放射性セシウム（Cs-137）濃度の変化を図

8.6.-1 に示した。3 に る 開 後 6 年間の Cs-137 濃度の変 は似た を示し

ていた。 して を開 したの 3 年間は採取した 葉の Cs-137 濃度は に

た 、4 年 は年に て濃度の 、5～6 年 に ては 、

、 を 、濃度の では ている。 ノキ 林に

る 葉の Cs-137 生 する に対して に し る 性

る 、変 を めるためには、 に数年は を して ノキ 葉の濃度変化

を する る。 

ごとの 葉の濃度変化を ると、 では した に 2016 年度 では

め た 、 の後は に る。 た 2020 年度の は の 10

の 1 と に 、 リウムの に る濃度 果の 性 た。一

、2017 年度 を た では、2017 年度の 葉の濃度 し

に比 ると 果は た。た し、 と比 ると 2020 年度に いて

葉の濃度は 5 の 1 と に 、 を して 比 的 果 し

ている とを示している。 

の に事故後に した ノキの新 に対して、 リウム は放射性セシウム

の経 を する 果 る と、 た一定期間 し、 の後 して 一定の

果 する と と た。 た、事故に る直 の い

を用いた経 的 、放射性セシウムの経 度を にする と で た。

引 を い、 と 果 の リウム との関 、
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に る 果 期間の検 を と で る。 
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図 8.6.-1 ノキ新 の に る 葉の Cs-137 濃度の経年変化 

 2014 年度 年 を 、 は 2017 年度  

 

 

７）アカネズミの筋肉中の放射性セシウム濃度 

ア の （ ）の放射性セシウム濃度（Cs-134 と Cs-137 の濃度の

計）の推 に いて検 した（図 8.7.-1）。 

線 （ ）で を開 した 2012 年度と 2020 年度の を比 すると 57

していた。一 、 線 （ ）のの 2011 年度と 2020 年度の を比 すると

82 していた。 線 （ の ）では 2011 年度と 2020 年度の を比

すると 66 していた。事故後 9 年を経 し、ア に る放射性セシウム濃度

は大 ると を示した 、 に 線 ではい に い を している

と に た。 の 生 で 濃度の体 に いて 、ア

は個体群を し、 を している と に た。 

放射性セシウムの体 濃度は、年 に ると変 大 、 に 線 は

大 大 い。2011～2020 年度のア 成 の放射性セシウム濃度の

を 3 間で比 すると、 線 に対して 線 は 20.7 、 線 は 6.2 に

した。3 の の大 は、 線 線 線 で る と 、ア

体 の放射性セシウム濃度は生 の に大 ているとい る 、

変 の大 に いて 察するためには、生 、ア に関 る生

る に いて にする る。 
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図 8.7.-1 線 、 線 線 に るア 成 の （ ）

の放射性セシウム 濃度と の推  
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８）野生きのこの放射性セシウム濃度の変動要因について 

野生 の の放射性セシウム（Cs-137）濃度は ごと、 た じ で 検体に

て大 （100 ） いた（図 8.8.-1）。結果は と で示し

た。 ごとの Cs-137 濃度は で 、 で い 、採集 に

る濃度 め た。一 、年変化を ると、 で め た 、

大 、 の では 年変化 は め た。検体を生 タ

イ ごとに た の Cs-137 濃度を ると（図 8.8.-2）、 の濃度 い 、

の濃度 い い た 、 大 、す ての

に 通する では た。検体数 採取 た に いて濃度を比 する

と（図 8.8.-3）、フウセンタ リイ の Cs-137 濃度は の の の  

Cs-137 濃度 い め た。 

野生 の の Cs-137 濃度の を、採集年、生 タイ 、 に る違いで比 する

と、 に る違いは 4 の る で 比 的 を示して 、Cs-137 濃

度に対する の の種 の 大 い と に た。た し、 の に

の る一 で個体ごとの濃度の 大 、 性を にするためには、

・種の 的 、 一 の を生じ る の一 と

る の で る。 

 

 

 

 
図 8.8.-1 の野生 の の Cs-137 濃度の年変化 
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図 8.8.-2 の野生 の に いて生 タイ ごとに した の Cs-137 濃度 

 

 

 

図 8.8.-3 検体数 い ごとに した の野生 の の Cs-137 濃度 

 

 

９）モウソウチクの放射性セシウム濃度と蓄積量の経年変化 

モウ ウ 林 の 的 放射性セシウム と放射性セシウム濃度の 2013 年

度 2020 年度 での経年変化を示す（図 8.9.-1、図 8.9.-2）。 の図は の

の対 の結果を に求めた ので る。 の放射性セシウム は、2013 年度
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2015 年度 では に た 、 の後、 を した。年ごとに を

す は、 の放射性セシウム濃度に め た。モウ ウ は に いて

茎の トワー を 成し、林 の 数の の る 一個体として

ている。 のため、放射性セシウム の る に て 林 成 てい

る とと 、 の結果、 の放射性セシウム濃度の を して た の

放射性セシウム 変 すると る。 

 

 

 
図 8.9.-1 モウ ウ 林 の 的 放射性セシウム の経年変化 

 

 
図 8.9.-2 モウ ウ 林 の 的 放射性セシウム濃度の経年変化 

 

 

１０）ササの放射性セシウム濃度と蓄積量の経年変化 

山 の 葉 葉 林の林 に する マイ に いて、事故発生 1 年 6

月後の 2012 年 計測した、 、 、葉を た の放射性セシウム（Cs-137）
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濃度 （ は に 後、 の を ）は、8 年間で 3

度 で した（図 8.10.-1、図 8.10.-2）。 マイ は、 間経 とと に 、 、葉とい

た 、3 年後には新しい に る性 る。2012 年度

2013 年度に ての は、2011 年度に放射性セシウム 直 表 に した

の 、新た に たためと る。 
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図 8.10.-1 山 マイ の Cs-137 濃度の経年変化 

 

 
図 8.10.-2 山 マイ の Cs-137 の経年変化 

 
 
い の 葉 葉 林の林 に する ヤコ に いて、事故発生 1 年 6

月後の 2012 年 計測した、 、 、葉を た のセシウム 137 の濃度

は、8 年間で 29 度 で した（図 8.10.-3、図 8.10.-4）。 ヤコ は、 間経
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とと に 、 、葉とい た 、3 年後には新しい に る性

る。2012 年度 2013 年度に ての は、2011 年度に放射性セシウム

直 表 に した の 、新た に たためと

る。 の後、2015 年度に て の め た。 は 年生葉の濃度

たためで る 、 の は で る。 

 

 

 

 
図 8.10.-3 ヤコ の Cs-137 濃度の経年変化 

 

 
図 8.10.-4 ヤコ の Cs-137 の経年変化 

 

 
の 葉 葉 林の林 に する タ に いて、事故発生 1 年 6 月後の 2012

年 計測した、 、 、葉を た のセシウム 137 の濃度 は、8

年間で 9 度 で した（図 8.10.-5、図 8.10.-6）。 タ は の の種 と
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に で、4 年 生 する る。2012 年度 2015 年度に て め

る濃度と の は、2011 年度に放射性セシウム 直 表 に した

てい を示しているの し い。2016 年度 は した は

、 後に新生した に たため、濃度と の ード

に た のと推定する。 

 

 

 

 
図 8.10.-5 タ の Cs-137 濃度の経年変化 

 

 
図 8.10.-6 タ の Cs-137 の経年変化 
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葉 葉 林（コ ラ ）の と 葉を した （ 、 ）と 、

ア マツ林（ の ）の林 に を 定し、 生の種（ 12 種（

5 種、 5 種、ツル 2 種：年に て採取で た種数は違 ））ごとに放射性

セシウム（Cs-137）濃度を測定した。 と の 間線 は の 大

た 、 生の Cs-137 濃度の 、 の違いは、採取 ン ルごとの

、2014 年度の 葉 葉 林に るマン には は め

た。 

2017 年度 は、 の違いに る 生の Cs-137 濃度を するため、

を福島 林 研究センター 野 林 の に するア マツ・コ ラ林に

し、 一 の 、 2018 年 8 月 は の に

トを し、2018 年度 2020 年度 では、 生 18 種（ 11 種、 4

種、ツル 3 種）ごとの Cs-137 濃度を測定した。2012 年度 2020 年度に る

の結果、9 年間の 種数は 24 種（ 15 種、 6 種、ツル 3 種）と た。 

年度、比 的 の ン ルを採取で た モ の 葉 葉 の 、 、

ア マツ林に る放射性セシウム濃度、 じ リのア マツ林に る Cs-

137 濃度の経年変化を示す（図 8.11.-1）。 、ア マツ林測定 は、経年比 のため、2012

～2016 年度のデータに、2017 年度 の で、 に し しいと

る に るデータを して示した。 葉 葉 林の では、 に

モ の Cs-137 濃度は している に た 、 葉 葉 林の では 2016 年

度に る濃度 した。 た、ア マツ林の モ に いて 、2016 年度に濃度

し、 の後は 2015 年度の 574 Bq/kg を てい い。 て、ア マツ林の

リ 2014 年度 593 Bq/kg～1,180 Bq/kg で推 し、 は い（図 8.11.-2）。

は、放射性セシウム 間の経 とと に し、放射性セシウムを して

いる と として る。 後 生に る放射性セシウムの変化を

する る。 
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図 8.11.-1 野 林の 生（ モ ）のセシウム 137 濃度の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.11.-2 野 林の 生（ リ）のセシウム 137 濃度の経年変化 
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１２）水生生物の放射性セシウム動態の経年変化 

の の放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-1 に示す。2013 年度 2020 年

度に ての の に る放射性セシウム濃度は年 る に る。 ン

ル数は 2013 年度 に、2、10、13、4、2、2、2、3 で る。 

 

 
図 8.12.-1 の放射性セシウム濃度の経年変化 

 

のリターの放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-2 に示す。2013 年度 2020

年度に てのリターの に る放射性セシウム濃度は、 は 濃度で

大 た 、近年は の で る。 ン ル数は 2013 年度 に、6、6、

6、6、3、3、3、3 で る。 

 

 
図 8.12.-2 リターの放射性セシウム濃度の経年変化 
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のシルトの放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-3 に示す。2013 年度 2020

年度に てのシルトの に る放射性セシウム濃度は、年 している。 、

2017 年は測定に の た。 ン ル数は 2013 年度 に、4、

3、4、2、0、2、2、2 で る。 

 

 
図 8.12-3 シルトの放射性セシウム濃度の経年変化 

 

生 ワ ラ の放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-4 に示す。2013 年度

2020 年度に ての ワ ラ の に る放射性セシウム濃度は一 期 した 、

の後 し、近年は の る。 、2019 年度は測定に の

た。 ン ル数は 2013 年度 に、5、9、5、1、7、1、0、4 で る。 

 

 
図 8.12.-4 ワ ラ の放射性セシウム濃度の経年変化 

 

シルト 
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生 シマトビ ラ の放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-5 に示す。2013 年度

2020 年度に てのシマトビ ラ の に る放射性セシウム濃度は、一 期

した 、 は ている。 、2019 年度は測定に の

た。 ン ル数は 2013 年度 に、5、8、5、2、4、2、0、4 で る。 

 

 
図 8.12.-5 シマトビ ラ の放射性セシウム濃度の経年変化 

 

生 モン ウ の放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-6 に示す。2013 年度

2020 年度に てのモン ウ の に る放射性セシウム濃度は、年

ていた は ている。 、2016 年度 2018 年度は測定に

の た。 ン ル数は 2013 年度 に、3、7、4、0、5、0、2、2 で

る。 

 

 
図 8.12.-6 モン ウ の放射性セシウム濃度の経年変化 
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生 マ ラ ウ の放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-7 に示す。2013 年

度 2020 年度に てのマ ラ ウ の に る放射性セシウム濃度は、

年 ていた は ている。 、2017 年度 2018 年度は測定に

の た。 ン ル数は 2013 年度 に、2、4、3、1、0、0、2、

2 で る。 

 

 
図 8.12.-7 マ ラ ウ の放射性セシウム濃度の経年変化 

 

体の として、 の の の 、リター、シルトの放射性セシウム濃度は

ている る。 生生 に、放射性セシウム濃度は ると

い る。 生生 と の 、 の生 （シルト）の放射性セシウム濃度は、 して

変 していると る。 
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補遺 スギとアカマツの葉の葉齢別の放射性物質濃度（平成 30 年度森林内にお

ける放射性物質実態把握調査事業報告書） 
 

2018 年度に福島 2 6 （ ：三ツ石 ギ林、三ツ石 ノキ林、三ツ石コ

ラ林、金山 ギ林、 山ア マツ林 大玉 ：大玉 ギ林）で した では、 ギ林

ア マツ林に いて、採取した葉を 年葉（ した年に展開した葉）と 葉（ い葉）

に て Cs-137 濃度を た。三ツ石 ギ林、金山 ギ林、大玉 ギ林 山ア マツ

林の計 4 の測定結果に いて示す。 

三ツ石 ギ林の 年葉と 葉の Cs-137 濃度は、690 Bq/kg と 340 Bq/kg で 、 年葉の

濃度 葉 2 い で た（図 1.- ）。葉を して採取し めた 2014 年度

の三ツ石 ギ林の では、 葉の Cs-137 濃度の 年葉 い の た 、

2018 年度に ると、 年葉の濃度 葉 い に た。 の 結

果は、原発事故で直 た葉の と 葉した とを していると

る。金山 ギ林 大玉 ギ林で 、三ツ石 ギ林 、 年葉の濃度 葉 い

た（図 1.- ）。 た、 山ア マツ林での 結果では、 年葉の Cs-137 濃

度 3,900 Bq/kg、 葉の濃度 1,200 Bq/kg で 、 年葉の 葉 濃度 3

た（図 1.- ）。 後 間の経 とと に、 葉 新しい葉に の 度の の放射

性セシウム し、 の 度の の放射性セシウム るの 、

種の違いに し 、 る検 を める る。 
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図 1.- 2018 年度の三ツ石 ギ林と 山ア マツ林の 年葉と 葉の Cs-137 濃度の比  

の と は と を表している。 
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